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【やまがた海洋塾】
８月１日から３日間にわたり参加した子供たちが、
海のごみ問題、海の生物と自然保護、海の食文化な
ど、海について幅広く学習しました。

うまく泳
げた！

鶴岡市が「SDGs未来都市」に選定されました！
　誰一人取り残さないことを誓う国連
の持続可能な開発目標「SDGs」。鶴
岡市は７月17日に、この達成に向け
優れた取り組みを行う自治体を国が選
定する「SDGs未来都市」に選ばれま

した。豊かな自然や食と農、先端生命
科学など「いのち」に関わる地域資源
を生かし、持続的に発展する「いのち
輝く、創造と伝統のまち 鶴岡」のま
ちづくりを推進します。
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連絡先

鶴岡地域…国勢調査実施本部☎24‐6077 櫛引地域…櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111

藤島地域…藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 朝日地域…朝日庁舎総務企画課☎53‐2112

羽黒地域…羽黒庁舎総務企画課☎26‐8771 温海地域…温海庁舎総務企画課☎43‐4611
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、調査員が世帯を訪問し
た際、対面での説明等を行わず、調査書類を直接ポストに投かんします。ご
自宅に調査書類が届いたら忘れずに回答をお願いします。

お届け期間　９月14日（月）～30日（水）

調
査
書
類
は
こ
ち
ら
で
す

２ログインする
同封の「インターネット
回答利用ガイド」の案内
に従ってログイン。

１アクセスする
ご自宅に調査書類が届い
たら、書類に記載の回答
サイトにアクセス。

３回答する
画面の案内に沿って回答
を入力。最後にパスワー
ドを設定し、送信。

　パソコンやスマートフォンなどを使ったインターネットでの回答は、調査
に回答する皆さんの負担を軽減できます。

回答期間　９月14日（月）～10月７日（水）
◎回答は簡単３ステップ♪

24時間どこでも
回答できます。回答できます。

※インターネットで回答した世帯は、紙の調査票の提出は不要です。

　紙の調査票で回答する場合は、調査票を郵送、または調査員に提出してください。

回答期間　10月１日（木）～７日（水）

◎調査員に提出する場合は市への連絡が必要です
　調査員への提出をご希望の方は、10月１日まで下記の連絡先にご連絡をお願いします。後日、調査員が
直接世帯へ連絡し、回収日時等をご相談します。その後世帯を訪問し、調査票を回収します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※お住まいの地域の連絡先にご連絡ください。
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　今年は５年に１度の国勢調査が実施されます。大正９
年（1920）に第１回調査が行われ、今年は開始から100
年の節目の年です。
　国勢調査は、日本の将来を考えるための大切な調査で
す。市内に住む全ての皆さんのご協力をお願いします。

◎問合せ　国勢調査実施本部（マリカ）☎24‐6077

国勢調査の活用例

　調査の結果は、産業振興や生活環境整
備、災害対策など、日本の未来をつくる
ために欠かせない様々な施策の計画策定
に利用されます。そのほか民間でもコン
ビニエンスストアの出店計画など、幅広
い分野で活用されています。

●法令に基づく利用
　・地方交付税の算出
　・ 衆議院の小選挙区の改定

●行政上の施策への利用
　・人口減少社会の現状の把握
　・子育て環境の充実
　・ 社会福祉制度等への
影響の検討

　・ 交通空白地帯の解消
　・防災計画の策定
　・災害の被害予測

国勢調査の概要

■調査の期日
　令和２年10月１日現在で調査します

■調査の対象
　令和２年10月１日現在、日本国内にふだん
住んでいる全ての人（外国人を含む）及び世帯

約10分※

回答時間

全 16問

※ひとり暮らしの方の目安

■調査事項
●世帯員について
　「男女の別」、「出
生の年月」、「就業状
態」、「従業地又は通
学地」など全15項目
●世帯について
　「世帯の種類」、「世
帯員の数」、「住居の
種類」、「住宅の建て
方」の４項目
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メッセージリレー №２
コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

出前講座のご案内
正しい知識を身に付けましょう

メッ

■問合せ　本所地域包括ケア推進室☎内線707

　コロナ感染症への不安から、感染者や濃厚
接触者への誹謗（ひぼう）中傷、さらには医
療従事者やその家族へのいわれない差別があ
ると聞きます。このような心ない扱いを受け
ている方々の心の内を思うと、居たたまれな
い気持ちになります。コロナ感染症によって
人権が損なわれることがないよう、思いやり
の心を持つことが今こそ大切です。

鶴岡人権擁護委員協議会
会長　鈴木 元女 さん

感染予防対策を徹底しましょう！

▼飛沫感染とは
　感染者がくしゃみやせきをしたときなどに飛沫（つば
等）と一緒にウイルスが放出され、ほかの人がそのウイ
ルスを口や鼻などから吸い込んで感染することです。

▼接触感染とは
　感染者がくしゃみやせきを手で押さえた後、周りの物
に触れるとウイルスが付きます。ほかの人がそれに触る
とウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ることに
より粘膜から感染することです。

▼  会話をする時は、症状がなくてもマスクを着用しまし
ょう
　鼻から顎までしっかりと覆い、 間を最小限にしまし
ょう。

▼家の中でもせきエチケットを心掛けましょう
　せき・くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハン
カチ、袖、肘の内側などで口や鼻を押さえましょう。

▼換気を十分にしましょう

 　空気の流れができるよう、30分に１回以上、数分程度、
２方向の窓等を全開にしましょう。

▼石けんによる手洗いを励行しましょう
　石けんで10秒もみ洗いし、流水で15秒すすぐと、手
に付いたウイルスの数を１万分の1に減らすことがで
きます。

▼  日頃から、適切な栄養摂取、十分な睡眠、適度な運動
等で自己の健康管理をしましょう
■問合せ　健康課（にこ♥ふる）☎内線361

▼人と人との距離をとりましょう
　飛沫の最大飛距離は２ｍと言われています。できれば
２ｍ以上距離をとりましょう。

感染経路の中心は飛沫感染及び接触感染です

基本的な感染予防の実践や、不急不要の外出
の自粛、「３つの密（密閉・密集・密接）」を
避けることが重要です

　コロナに関する基礎知識や感染予防対策
等について学ぶことができる「出前講座」
の開催を希望する地域・団体等を募集しま
す。開催日程、内容等についてはご希望に
応じて調整しますのでご相談ください。
■内容　 コロナに関する基礎知識等
■講師　 市保健師・担当職員
■申込み　 本所地域包括ケア推進室☎内線

707

小規模事業者の感染症対策を支援します

　小規模事業者が、感染症予防対策や「新しい生活様
式」へ対応するために要した経費を支援します。
■ 対象　 市内に事業所を有する小規模事業者
■対象経費　 飛沫（ひまつ）対策設備、換気設備、テ

レワーク環境整備のための専用ソフト、
衛生用品の購入費、広報費、外注費等

■補助額　対応に要した額（下限２万円、上限10万円）
■受付期間　 12月31日○木まで（締切日当日消印有効）
■申込み　 小規模事業者新しい生活様式対応支援事務

室（荘銀タクト鶴岡内）☎28‐2662
※詳しくは市HPをご覧ください。

小規模事業者新しい生活様式対応支援事業　予算額：３億7,544万円（７月補正予算）

市民の市内宿泊を促進し、宿泊施設・物産事業者を応援します

　市民が国のGoToキャンペーンを利用して市内に宿
泊する場合、国の支援に加え宿泊料金を最大3,000円
割り引き、宿泊特典として市の特産品を提供します。
■対象期間　来年１月31日○日まで

　　　　　　※各施設の割引配分数がなくなり次第終了
■申込み　 市HP掲載の宿泊施設に直接電話または各

施設HPから申込み
■問合せ　本所観光物産課☎内線569

鶴岡泊まって応援キャンペーン　予算額：１億1,000万円（７月補正予算）

　口座振込等で2,000円以上の寄附をした方に赤川花火大
会公式マスコットキャラクター「はなぶう」の限定ステッ
カーを贈呈しています。詳しくは市HPをご覧ください。
■問合せ　本所地域包括ケア推進室☎内線707ブルーはなぶう寄附金

医療従事者応援プロジェクト

ご支援をお願いします
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新型コロナウイルス感染症対策・支援情報
市役所本所電話番号☎25‐2111

特 集

生活・経済支援情報

対象 支援策 内　　　容 担当

特別定額給付金の支給 市民 1人につき10万円を支給（申請期限を10月15日○木まで
延長）

特別定額給付金事務室（荘
銀タクト鶴岡内）☎28‐
2662

ひとり親世帯臨時特別
給付金

児童扶養手当を受給するひとり親世帯等に、１世帯当たり
５万円、第 2子以降 1人当たり 3万円を給付。新型コロナウ
イルス感染症の影響を受け家計が急変した方には 1世帯当た
り 5万円を追加給付

本所子育て推進課☎内線150

税・公共料金の支払猶
予等

市民税（個人・法人） 徴収猶予、減免

本所納税課☎内線218、221
固定資産税、軽自動車税、入湯税 徴収猶予

国民健康保険税 徴収猶予、減免

後期高齢者医療保険料
徴収猶予

減免 本所国保年金課☎内線127

介護保険料
徴収猶予 本所納税課☎内線218、221

減免
本所長寿介護課☎内線187

居宅介護サービス費 減額

国民年金保険料 執行猶予、免除 本所国保年金課☎内線127

公営住宅使用料 徴収猶予、減免 本所建築課☎内線483

上下水道料金 支払猶予 上下水道部お客さまセンタ
ー☎23‐7610

文化芸術・スポーツ施
設の使用料減額

発表会や競技大会等の市民活動の再開・継続に向けた取り組
みを支援するため、施設の使用料及び冷暖房料等を減額

社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐
4867、スポーツ課☎25‐8131

緊急小口資金の拡充支
援

鶴岡市社会福祉協議会が行う無利子貸付けの貸付上限額10万
円に市が10万円を上乗せし、学生等にも広く生活支援

鶴岡市社会福祉協議会（にこ♥ふる）
☎24‐0053、本所福祉課☎内線131

生活困窮者「食」の支
援事業

鶴岡市社会福祉協議会が行う生活福祉金の特例貸付受給世帯に
県産米はえぬき60㎏を給付 本所福祉課☎内線131

住居確保給付金事業 収入の減少により生活に困窮し、家賃の支払いが困難となった
場合または退去した場合、家賃相当分を約３か月間支給

鶴岡地域生活自立支援センター「くらし
ス」☎29‐1729、本所福祉課☎内線131

児童福祉施設等職員慰
労金給付事業 放課後児童クラブや保育所等の職員に慰労金５万円を給付 本所子育て推進課☎内線703

買物代行・宅配サービ
ス支援事業

タクシー・ハイヤー事業者が取り組む買物代行や宅配サービ
スに対し、市民が１回500円を基準に利用できるよう支援 本所地域振興課☎内線586

長期安定資金Ⅱ２号
最近3か月の売上高等が前年同期より減少している事業者に、
既存の長期安定資金Ⅱとは別枠で貸付け
（限度額2,000万円　融資枠50億円）

本所商工課☎内線728

山形県商工業振興資金 地域経済変動対策資金及び新型コロナウイルス感染症対応資
金による無利子の融資（限度額5,000万円）

県中小企業振興課☎023‐
630‐2359

雇用調整助成金申請代
行補助事業

雇用調整助成金または緊急雇用安定助成金の申請を社会保険
労務士等に依頼した場合に掛かる経費の一部を支援（上限40
万円）

本所商工課☎内線563

中小企業ものづくり振
興事業

市内中小企業者が売上げ回復のために取り組む製品開発・販路開
拓の費用の一部を補助（３分の２補助、製品開発上限100万円等）本所商工課☎内線565

水産業持続化給付金 漁業者の出荷資材購入費に補助 本所農山漁村振興課☎内線
559

生
活
支
援

市
民
の
皆
さ
ん
へ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　市では3月以降、7度にわたり補正予算を編成し、市民生活や地域経済を支えるための事業を実施してい
ます。国・県の制度も含め、主な支援策を紹介します。
　その他の支援策や最新の情報は、市ホームページをご覧いただくか、相談窓口にお問い合わせください。

経
済
対
策
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（32）

荘内病院職員募集【令和３年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▲  

薬剤師（大卒程度）…昭和61年４月２日以降
に生まれ、薬剤師免許を取得している方及び令
和３年４月までに取得見込みの方

▲

 臨床検査技師（短大卒程度）…昭和61年４月
２日以降に生まれ、臨床検査技師免許を取得し
ている方及び令和３年４月までに取得見込みの
方

▲

 看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和51年４
月２日以降に生まれ、看護師免許を取得してい
る方及び令和３年４月までに取得見込みの方
　※ 看護師免許と併せて助産師免許を取得してい
る方及び令和３年４月までに取得見込みの方
も募集します。

■試験日時・会場

▲  

 適正検査
　全国のテストセンターでオンライン受験
　　10月５日○月～18日○日

▲  

 面接試験
　10月25日○日午後１時から
▷     庄 内地域在住の方
　荘内病院
▷ 庄内地域以外に在住の方
　オンライン面接　
※受験申込み時に時間を指定します。

■申込み受付

▲  

９月１日○火～18日○金に、申込書を同院総務課
へ（郵送の場合、18日○金までの消印有効）

▲

市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▲
 郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内
請求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返
信用封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り
畳んでもかまいません）、応募職種・連絡先の
メモを同封して、同院総務課（〒997‐8515
市内泉町４‐20）へ

▲

 同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
からダウンロードすることもできます

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341
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ど
の
よ
う
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

7
月
28
日
の
大
雨
は
、
改
め
て
東
北
一
広

い
鶴
岡
市
の
特
徴
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
平
成
30
年
の
大
雨
、
昨
年
の
山
形

県
沖
地
震
の
際
に
も
、
鶴
岡
の
災
害
は
、
広

い
市
域
の
広
範
囲
に
及
び
、
被
害
箇
所
数
が

多
く
な
っ
た
。
国
庫
補
助
の
対
象
に
な
ら
な

い
、
あ
る
い
は
迅
速
な
復
旧
と
い
う
時
間
的

な
面
か
ら
も
、
財
政
負
担
の
軽
減
の
面
か
ら

も
国
庫
補
助
を
受
け
る
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
が

乏
し
い
小
規
模
な
被
害
箇
所
が
多
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
の
だ
。
大
雨
の
発
生
か
ら
時
間

が
た
つ
に
つ
れ
、
当
初
目
に
付
き
や
す
い
市

街
地
の
冠
水
、
浸
水
の
み
な
ら
ず
、
中
山
間

地
の
農
地
、
林
道
の
崩
落
な
ど
の
報
告
が
増

え
て
く
る
。
自
然
に
抱
か
れ
た
私
た
ち
の
豊

か
な
暮
ら
し
は
、
市
街
地
か
ら
山
間
部
、
海

岸
部
ま
で
、
み
ん
な
で
水
路
を
、
農
地
を
、

山
を
、
海
を
守
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
。

　

自
立
分
散
型
の
ま
ち
づ
く
り
。
対
話
と
協

働
を
通
じ
て
市
民
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
く
た
め
に
、
私
は
、
広
い
鶴
岡
市
の

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
と
自
主
性
を
活
か
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市
政

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
募
集
を
行
い
ま
す

■定
31
人　

■内
農
地
移
動
等
の
調
整
、
現
地
調

査
な
ど
（
担
当
地
区
あ
り
）　

■
報
酬
月
額　

４
万
円　

■
任
期　

３
年
間
（
11
月
26
日
か

ら
）　

■申
９
月
14
日
○月
〜
10
月
９
日
○金
に
推

薦
書
ま
た
は
応
募
届
出
書
を
農
業
委
員
会
事

務
局
（
藤
島
庁
舎
）
☎
64
‐
５
８
６
８
へ

福
祉

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
14
民
生
区
（
西
郷
地
区
）
…
佐
藤
千
惠

子
（
松
並
一
部
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方　

▽
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ

る
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
る　

▽
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
に

交
通
機
関
（
自
家
用
車
含
む
）
を
利
用
し
て

通
院
し
て
い
る　

▽
本
人
及
び
同
居
世
帯
の

生
計
中
心
者
が
所
得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な

い　

▽
生
活
保
護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い　

■内
通
院
交
通
費
と
し
て

実
際
に
掛
か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額
を
助
成　

■申
９
月
30
日
○水
ま
で

申
請
書
、
通
院
報
告
書
、
領
収
書
（
タ
ク
シ

ー
等
を
利
用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ戦

没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
の
皆
様
へ 

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

■対
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者

の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
（
配
偶
者
、
子
、
兄

弟
姉
妹
、
支
給
要
件
を
満
た
す
お
い
・
め
い
）

の
う
ち
先
順
位
者
1
人　

■
支
給
額　

額
面

25
万
円（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）　

■持
印
鑑
、

身
分
証
明
書　

■申
事
前
に
連
絡
の
上
、
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２

７
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

■問社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4866

鶴岡市成人式について

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

 令和３年鶴岡市成人式の開催

　新成人の安全確保を優先し、
昨年度までと時期などを変更し
て開催します。
■期日　
　来年５月３日○月
■時間
　 中学校区単位で午前と午後の
２回に分けて実施予定
※ 決まり次第、広報「つるおか」、
市HP等でお知らせします。
■会場
　荘銀タクト鶴岡
■対象
　 平成12年４月２日～13年４
月１日生まれの方

令和４年度以降の開催方針

　令和４年４月１日から民法改
正に伴い成年年齢が18歳に引
き下げられます。本市では成年
年齢引下げ後も名称を「二十歳
のつどい（仮称）」とし、これ
まで同様に当該年度中に20歳
に達する方を対象として１月に
式典を開催することとします。

令和５年二十歳のつどい（仮称）
■期日　
　令和５年１月
■対象　
　 平成14年４月２日～15年
４月１日生まれの方

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

政
策
を
立
案
し
実
行
し
て
き
た
。
就
任
後
に

創
設
し
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金
と
そ

の
財
源
を
活
用
し
た
未
来
事
業
は
、
自
立
分

散
型
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
手
段
で

あ
る
。
各
地
域
に
市
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
職
員

を
派
遣
す
る
制
度
と
と
も
に
、
地
域
を
も
っ

と
良
く
し
た
い
と
取
り
組
む
皆
様
の
思
い

を
、
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。
主
役
は
市

民
自
身
で
あ
り
、
市
役
所
は
黒
子
な
の
だ
。

三
瀬
地
区
で
は
、
市
よ
り
も
も
っ
と
早
く
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
着
目
し
た
地
域
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
藤
島
地
域
で
は
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
冬
の
風
物
詩
と
な
り
、
第
二
学

区
で
は
み
こ
し
を
再
生
し
、
祭
り
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
小
堅
地
区
で

は
こ
の
夏
、
若
者
、
よ
そ
者
が
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
海
辺
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
内
部

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン
を
開
設
し
た
。

　

７
月
30
日
、
本
市
の
国
際
交
流
員
と
し
て

活
躍
し
た
ミ
ヨ
・
サ
ラ
さ
ん
は
、
3
年
間
の

任
期
を
全
う
し
、
本
市
の
観
光
振
興
を
担
う

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
・
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
移
籍
す

る
際
、「
鶴
岡
の
魅
力
は
人
そ
の
も
の
で
す
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
課
題
を
発
見
し
、
解
決

す
る
、
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
人
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

市
役
所
は
そ
の
活
動
に
寄
り
添
っ
て
い
く
。

　

7
月
の
大
雨
に
よ
っ
て
貯
蔵
庫
が
浸
水

し
、
飲
用
に
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

月
山
ワ
イ
ン
。
４
月
に
発
足
し
た
株
式
会
社

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
は
「
チ
ッ
ト
モ
ッ
シ
ェ
」
の
足

湯
に
、
そ
れ
に
湯
野
浜
温
泉
が
続
き
、
更
に

は
鶴
岡
シ
ル
ク
株
式
会
社
が
ワ
イ
ン
染
め
に

活
用
し
、
も
っ
た
い
な
い
の
精
神
で
、
被
災

ワ
イ
ン
の
命
を
全
う
さ
せ
て
く
れ
た
。
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
様
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の

中
で
も
、
災
害
に
直
面
し
て
も
、
誰
一
人
と

し
て
取
り
残
さ
な
い
、
未
来
都
市
の
責
任
を

果
た
し
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
。
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で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
、
ま
た

は
配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

秋
の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
秋
季
農

作
業
事
故
防
止
強
化
期
間
で
す
。
次
の
こ
と

に
留
意
し
、
農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
、
労
災
保

険
や
任
意
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を
　
▽

作
業
に
適
し
た
服
装
で
　
▽
点
検
整
備
は
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
　
▽
計
画
的
な
作
業
で
、

適
度
な
休
憩
を　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す 

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
遭
難
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い　

▽
行
き
先
や
帰
る

時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く　

▽
携
帯
電

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

９
月
６
日
〜
12
日
は「
救
急
医
療
週
間
」

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急
医
療
が
、
適
切
・
迅

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か
か
り
つ
け
医
」「
荘

内
病
院
な
ど
の
地
域
医
療
支
援
病
院
」「
休

日
夜
間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
夜
間
や
休
日
ま
で

我
慢
せ
ず
「
通
常
の
診
療
時
間
内
」
に
早
目

に
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
の
受
診
の
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
３

６
２子

育
て
・
教
育

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
貸
付
け
制
度
で
す
。

子
供
の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業

料
に
充
て
る
た
め
の
資
金
や
、
親
が
就
職
等

の
た
め
に
技
能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

年
金
・
医
療

今
年
度
の
年
金
額
は
満
額
で
78
万
１
、
７
０
０
円 

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
に
は
、
次
の
全
て
の

期
間
を
合
計
し
て
10
年
以

上
の
期
間
が
必
要
で
す
。

な
お
、
期
間
に
応
じ
て
年

金
額
は
増
減
し
ま
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

　

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資

格
を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減
額
率

は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害

者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

話
等
を
持
ち
通
信
手
段
を
確
保
す
る　

▽
道

に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い　

▽

早
く
出
掛
け
早
く
帰
る　

▽
熊
に
注
意
し
鈴

や
ラ
ジ
オ
等
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

熊
の
出
没
に
注
意

　

秋
を
迎
え
る
と
、
熊
は
冬
眠
に
備
え
、
食

べ
物
を
求
め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。
特
に

早
朝
と
夕
方
は
、
活
動
が
活
発
に
な
り
遭
遇

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
や
山
際

の
農
地
に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、
笛
、
ラ
ジ

オ
等
、
音
の
よ
く
出
る
も
の
を
携
帯
し
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
の

で
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
を
見
掛
け
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
８
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
の「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示
・
投
票

■日
９
月
７
日
○月
〜
25

日
○金　

■時
・
■場
上
下

水
道
部
…
平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分　

水
道
資
料

館
…
午
前
10
時
〜
午
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後
４
時　

■内
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
作
品
の
展
示
、
標
語
作
品
へ
の
投
票

■問
同
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０　

■他
同

課
で
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
配
布
中
。
市
HP

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

大
山
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

11
月
中
旬
以
降　

■申
９
月
１

日
○火
〜
18
日
○金
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎

産
業
建
設
課
へ

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」 

飼
う
前
も
、飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生
大
切
に
飼
い
、
正

し
い
知
識
と
責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う

（
動
物
を
虐
待
・
遺
棄
す
る
こ
と
は
犯
罪
で

す
）　

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も

自
分
で
育
て
ら
れ
な
い
場
合
は
動
物
病
院
等

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う　

▽
毎

日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管
理
を
し
、
動
物

の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え
ま
し

ょ
う　

▽
マ
ナ
ー
良
く
、
動
物
を
飼
っ
て
い

な
い
人
に
も
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７

４
８
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

９
月
21
日
〜
30
日
は 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
市
民
総
参
加
で
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

今
年
度
、ご
み
収
集
車
の
火
災
が
２
件
発
生

ご
み
の
分
別
を
し
ま
し
ょ
う

　

７
月
末
現
在
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
に
残

っ
て
い
た
ガ
ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る
ご
み
収

集
車
の
火
災
が
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ラ
イ

タ
ー
等
を
廃
棄
す
る
際
は
必
ず
中
身
の
ガ
ス

を
使
い
切
り
、
穴
を
開
け
ず
に
市
指
定
の
青

色
の
ご
み
袋
「
金
属
・
そ
の
他
」
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。
缶
を
振

っ
て
音
が
す
る
と

き
は
中
身
が
残
っ

て
い
ま
す
。
使
い

切
れ
な
い
と
き
は

所
定
の
手
順
に
従

い
、
必
ず
風
通
し

が
良
く
火
気
の
な
い
屋
外
で
ガ
ス
を
抜
い
て

く
だ
さ
い
。

　

電
子
タ
バ
コ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は

過
度
な
力
が
加
わ
る
こ
と
で
発
熱
・
発
火
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
蛍
光
管
・
乾
電
池
の

収
集
日
に
ほ
か
の
も
の
と
分
け
て
透
明
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対

策
推
進
月
間
」

　

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

水
環
境
を
守
る
た
め
に
浄
化
槽

の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
や
浄
化
槽
清
掃

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

焼け焦げた収集ごみ

広報「つるおか」へのご意見・ご感想をお寄せください
～より良い広報紙にするために～

市HPはこちらから■問本所総務課☎内線316

　本市では、分かりやすく市民の皆様に
親しまれる広報を目指しています。
　「この情報が役に立った」「こんな情報
がもっと知りたい」など、皆様のご意見・
ご感想をお待ちしています。

許
可
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質
保

全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）
に

よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

時■■■■ 時間 場■■■■ 場所 会場 定■■■■
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

温海 天魄山自然教室

＜あつみ小、鼠ヶ関マリーナ＞

森・川・海のつながりを学ぶあつみ小の自然教
室。森の恵みの学習では、講師を務める漁業者
会の人たちの話を通じて、身近な生活と自然と

7.28
～30

のつながりを学びました。イカさばきや、いか
だ作りなどの体験学習では、児童が互いに協力
しながら真剣に活動に取り組んでいました。

鶴岡 夜のどきどきハイク

懐中電灯を片手に生き物探し。木の葉に
止まって休むトンボや、点滅して飛ぶホ
タルを見付け、子供たちは大喜びでした。

7.23

＜自然学習交流館ほとりあ周辺＞

鶴岡 金峯神社本殿保存修理工事見学会

屋根の銅板のふき替えなど約100年ぶり
の大修理。ふだんは公開されていない内
部に入り、建築の特徴等を学びました。

7.19

＜金峯神社本殿＞
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11.27

朝日 「ゆどのの山塩」関連商品発表会

かたくり温泉ぼんぼの源泉水を活用して
製塩。行者ニンニク入り山塩などを使っ
た料理や塩スイーツに舌鼓を打ちました。

７.28

＜産直あさひ・グー＞

羽黒 疫病退散 -いにしえの祈りと願い -

羽黒修験にまつわる祭儀や神仏等の展示
を通して、人々が疫病に向き合い、乗り
越えてきた歴史を学ぶことができます。

８.１
～
4.12

＜いでは文化記念館＞

藤島 小学生夏休み宿題塾

地域の人が先生になり、友達と協力し宿
題を進めます。「あっ、分かった！」。子
供たちの鉛筆を走らせる音が響きました。

８.４

＜藤島地区地域活動センター＞

加茂水産高校の生徒に、帆やかじの操作
を教わりながらセーリングを体験。潮風
に吹かれて海上の滑走を楽しみました。

８.10

＜加茂港周辺＞

鶴岡 ヨット教室

温海 温海の音楽好きのコンサート

山形県沖地震で被災した多目的ホールの
利用再開を記念して開催。地域の音楽家
と団体による演奏が披露されました。

7.23

＜温海ふれあいセンター＞

８.１
桜の木を使った染料で草木染めに挑戦。
奇麗に染まるよう丁寧に作業し、完成後
は仕上がりを喜ぶ声があふれました。

櫛引 シルクスカーフ　草木染め

＜櫛引生涯学習センター＞
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周
辺　

■定
先
着
11
人　

■費
大
人
…
２
、
０
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■持

は
さ
み
等　

■申
9
月
27
日
○日
ま
で
あ
さ
ひ
む

ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

農
業
経
営
者
育
成
学
校
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
を
見
学
し
ま
せ
ん
か 

公
共
施
設
見
学
会

■日
10
月
５
日
○月
午
後
１
時
30
分
（
同
校
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
１
時
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予

約
。
先
着
20
人
〉）　

■対
市
内
在
住
の
方
先
着

40
人　

■申
9
月
１
日
○火
〜
14
日
○月
に
本
所
総

務
課
☎
内
線
３
１
６
へ

青
少
年
育
成
に
関
心
が
あ
る
方
へ 

庄
内
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

■日
10
月
10
日
○土
午
後
１
時　

■場
三
川
町
子
育

て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル　

■内
講
演
…
「
自
信

と
愛
と
志
〜
偉
い
人
よ
り
、立
派
な
人
に
〜
」

鈴
木
一
作
氏
（
寒
河
江
市
絵
本
読
み
語
り
の

会
代
表
）　

事
例
発
表
…
「″
食
べ
る
〞
を
通

し
て
人
生
を
楽
し
む
力
を
育
む
」
近
藤
菜
々

氏
（
子
ど
も
食
堂m

okke's kitchen

）、

「
生
徒
会
い
じ
め
防
止
特
別
委
員
会
『
い
る

か
』
の
取
り
組
み
」
菅
原
亜
子
さ
ん
（
遊
佐

中
生
徒
会
代
表
）　

■申
９
月
18
日
○金
ま
で
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

２
０
１
８
へ

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

「
火
星
が
２
年
ぶ
り
の
準
大
接
近
！
」

■日
10
月
11
日
○日
午
後
７
時　

■定
先
着
40
人

■内
天
体
観
察
（
雨
天
・
曇
天
時
は
ス
ラ
イ
ド
、

天
体
の
お
話
、
ク
ラ
フ
ト
製
作
）　

■場
・
■申

９
月
11
日
○金
か
ら
金
峰
少
年
自
然
の
家
☎
24

代
後
嗣
）　

■場
荘
内
神
社
参
集
殿　

■定
70
人　

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

ピ
ア
ノ
一
日
開
放

■日
９
月
22
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
６
時　

■定

18
組
（
１
組
５
人
ま
で
）　

■内
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
製
ピ
ア
ノ
と
ヤ
マ
ハ
製
ピ
ア
ノ
を
自
由

に
演
奏
（
１
組
30
分
間
）　

■申
９
月
15
日
○火

ま
で
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
☎
43
‐
４
４
１

１
へ　

■他
HP

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

中
秋
の
名
月
に
向
け
て
夏
の
名
残
の
星
座

■日
９
月
24
日
○木
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館

■内
解
説
、観
望　

■費
１
０
０
円
（
幼
児
無
料
）　

■申
同
会

■他
資
料
を
希
望
す
る
方
は
１
０
０
円
。
中
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

つ
る
お
か
森
の
時
間

■日
10
月
４
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
県
立
自
然
博
物
園
（
西
川
町
）　

■定
先
着

20
人　

■内
紅
葉
の
森
林
浴　

■費
高
校
生
以
上

…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０

０
０
円　

■申
９
月
1
日
○火
〜
18
日
○金
に
本
所

環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ　

■他
荒
天
時
は
内

容
変
更六

十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と

山
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
作
り
体
験

■日
10
月
４
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田
ノ
頭
林
道

５
０
‐
５
８
４
８
‐
７
９
４
６
へ

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
18
日
○金
〜
22
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
22
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
事
務
局
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村 

観
光
く
り
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
19
日
○土
〜
10
月
中
旬
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
０
０
円
（
別

途
ク
リ
代
）　

■申
そ
ば
処
大
梵

字
☎
53
‐
３
４
１
３

い
で
は
文
化
記
念
館 

企
画
展
記
念
イ
ベ
ン
ト 

岩
手
・
鬼
剣
舞
特
別
公
演
ー
疫
病
退
散
の
舞

■日
９
月
20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■定
60
人

■
出
演　

滑
田
鬼
剣
舞
保
存
会
（
岩
手
県
北

上
市
）　

■費
入
館
料　

■場
・
■申
９
月
19
日
○土

ま
で
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

致
道
館
文
化
講
演
会

■日
９
月
26
日
○土　

■時
・
■内
▽
午
後
１
時
…
孔

子
祭　

▽
１
時
45
分
…
致
道
館
の
日
式
典
、

講
話
「
致
道
館
の
日
に
寄
せ
て
」
中
野
洋
氏

（
朝
暘
一
小
校
長
）　

▽
２
時
45
分
…
児
童
・

生
徒
の
論
語
作
文
発
表
会　

▽
３
時
15
分
…

講
演
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
、
き
ら
め
い
て

生
き
る
」
酒
井
忠
順
氏
（
酒
井
家
第
十
九

催
し

藤
沢
周
平
記
念
館
10
周
年
特
別
企
画
展

『
橋
も
の
が
た
り
』
の
世
界  

会
期
延
長

■日
来
年
３
月
23
日
○火
ま
で　

■場
・
■問
同
館
☎

29
‐
１
８
８
０　

■他
10
月
１
日
○木
は
休
館
日

の
予
定
で
し
た
が
開
館
し
ま
す

講
演
会　
「
コ
ロ
ナ
時
代
の

里
山
」
の
秘
め
た
可
能
性

■日
９
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
楯
山
荘　

■定
先
着
25
人　

■内
講
演
「
地
域
を
知
り
地
域

と
交
わ
る
場
、
新
た
な
里
山
」
菊
池
俊
一
氏

（
山
大
農
学
部
准
教
授
）　

■申
９
月
５
日
○土

ま
で
自
然
体
験
温
海
コ
ー
デ
ィ
ネ
ッ
ト
☎
０

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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別
途
年
間
登
録
料
２
、
０
０
０
円　

■他
ラ
ケ

ッ
ト
貸
出
し
あ
り

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１

３
１く

し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
12
チ
ー
ム　

■内
メ
ジ

ャ
ー
競
技
（
６
イ
ニ
ン
グ
２
試
合
制
）　

■費

１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円　

■申
９
月
23
日
○水

ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

市
民
プ
ー
ル 

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
３
時
・
６

時
〜
８
時　

土
曜
日
…
午
後
１
時
〜
４
時
・

６
時
〜
８
時　

日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時　

■
臨
時
休
館

日　

９
月
26
日
○土
〜
10
月
11
日
○日　

■問
鶴
岡

水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他
HP

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
荘
空

館
空
手
道
場
（
毎
月
第
４
金
曜
日
は
朝
暘
武

道
館
）　

■対
幼
児
〜
大
人　

■費
月
額
３
、
０

０
０
円　

■申
会
場
で
受
付　

■他
練
習
見
学
は

自
由対

象
者
に
受
診
券
・
受
診
票
等
を
送
付
し
て
い
ま
す

歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

■日
12
月
31
日
○木
ま
で　

■場
山
形
県
歯
科
医
師

会
に
所
属
の
歯
科
医
院　

■対
昭
和
19
年
４
月

ン
グ
講
座
（
市
街
地
４
㎞
コ
ー
ス
）　

■持
上

履
き
、
雨
具
等　

■申
９
月
18
日
○金
ま
で
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
６
へ

▼
市
役
所
本
所
市
民
ロ
ビ
ー
展
示　

■日
10
月

12
日
○月
〜
30
日
○金
の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分　

■内
健
康
づ
く
り
情
報
な
ど

の
展
示　

▼
共
通　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
７
７

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

■日
10
月
１
日
○木
・
29
日
○木
、
11
月
12
日
○木
午

前
10
時
、
10
月
５
日
○月･

19
日
○月
、
11
月
９

日
○月
・
30
日
○月
午
後
７
時
15
分　

■場
藤
島
体

育
館　

■費
２
、
４
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎

64
‐
２
１
４
３

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
10
月
３
日
○土
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■内
講
演
「
認
知
症
の
対
応
方
法
」
富
樫
千
代

美
（
荘
内
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス　

■申
10
月
１
日

○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

▼
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）　

■日
毎
週
土

曜
日
午
後
３
時　

■場
小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー

ト　

■対
小
学
２
年
生
以
上　

■費
月
額
２
、
０

０
０
円
、
別
途
年
間
登
録
料
１
、
０
０
０
円

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

■日
毎
週
土
曜
日
午

後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
１

万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、
０
０
０
円
）、

‐
２
４
０
０
へ　

■他
HP

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
黒
川
能
の
里
を
巡
る　

■日
９
月
12
日
○土
午

前
９
時
（
王
祇
会
館
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８

時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
先
着
25
人
〉）　

■場
赤
川
東
部
段
丘
の
田
畑
等
（
８
・
５
㎞
）　

■申
９
月
１
日
○火
〜
７
日
○月

▼
出
羽
街
道
宿
場
街　

小
国
宿
を
巡
る　

■日

９
月
27
日
○日
午
前
９
時
（
小
国
山
村
振
興
セ

ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８
時
30
分
に
市

役
所
本
所
発
〈
先
着
35
人
〉）　

■場
同
セ
ン
タ

ー
↓
熊
野
神
社
小
国
城
跡
↓
ふ
れ
あ
い
公
園

↓
小
国
集
落
農
道
↓
永
淳
寺
↓
起
点（
５
㎞
）　

■申
９
月
16
日
○水
〜
23
日
○水

▼
藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り　

■日
10
月
３
日

○土
午
前
９
時
（
湯
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
８
時
30
分
に
市
役

所
本
所
発
〈
先
着
35
人
〉）　

■場
同
セ
ン
タ
ー

↓
藤
沢
西
村
↓
岩
屋
↓
林
道
金
峯
線
↓
起

点
（
５
㎞
）　

■申
９
月
23
日
○水
〜
30
日
○水

▼
共
通　

■定
50
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
。
送
迎
バ
ス
は
要
予
約
。
市
HP

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■定
40
人　

■内「
う
つ
病
を
知
ろ
う
〜
最

近
の
う
つ
病
治
療
に
つ
い
て
〜
」
石
黒
慎
氏

（
こ
こ
ろ
の
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、「
私
た

ち
の
町
で
災
害
が
起
き
た
ら
〜
荘
内
病
院
の

取
り
組
み
〜
」
宮
崎
隆
寛
（
荘
内
病
院
救
急

看
護
認
定
看
護
師
）　

■申
荘
内
病
院
内
緩
和

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26

‐
５
１
８
０

鶴
岡
市
応
援
デ
ー
チ
ケ
ッ
ト
販
売 

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
VS
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

■日
９
月
27
日
○日
午
後
２
時　

■場
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト

ス
タ
ジ
ア
ム
山
形
（
天
童
市
）　

■対
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
の
方　

■
席
種　

バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド　

■費
１
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ

ト　

９
月
23
日
○水
か
ら
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
チ
ケ

ッ
ト
ま
た
は
楽
天
チ
ケ
ッ
ト
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
販
売

で
購
入
（
小
・
中
学
生
、高
校
生
の
無
料
入
場

券
も
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
チ
ケ
ッ
ト
で
要
事
前
申

込
み
）。
販
売
状
況
に
よ
り
、
当
日
券
の
販

売
あ
り　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

10
月
は
健
康
づ
く
り
強
調
月
間
で
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
に
適
し
た
健
康
の

維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

館
内
展
示
及
び
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー　

■日
10
月
１

日
○木
〜
30
日
○金
の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分　

■内
各
団
体
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

回
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等

▼
ま
ち
な
か
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■日
10
月

１
日
○木
午
前
９
時
20
分
（
に
こ
♥

ふ
る
集
合
）　

■対
市
民
の
方
先
着
40
人　

■内
公
認
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
指
導
員
に
よ
る
初
心
者
向
け
ウ
ォ
ー
キ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
第
４
弾

〜
」　

■日
９
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ｍ
ｙ
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

竿
づ
く
り
」　

■日
９
月
５
日
○土
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

■費
１
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
大
会
」　

■日
９
月
19
日
○土
午
後
１
時
30

分　

■定
20
人　

■費
寄
附
制　

■申
９
月
17
日
○木

ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
都
沢
湿
地
周
辺
の
ト
ン
ボ

た
ち
」　

■日
９
月
26
日
○土
午
前
９
時　

■定
20

人　

■費
３
０
０
円　

■申
9
月
24
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
水
香
お
ど
り　

■日
９
月
７
日
・
14
日
・
28

日
、
10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
の
月

曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
健
康
麻
雀
愛
好
会　

■日
９
月
７
日
・
14
日

・
28
日
、
10
月
12
日
・
19
日
の
月
曜
日
、
９

月
８
日
・
15
日
・
29
日
、
10
月
13
日
・
20
日

の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
健
康
相
談　

■日
９
月
17
日
○木
・
24
日
○木
午

後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
数
独
を
解
く　

■日
９
月
11
日
○金
・
18
日
○金

・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

■場
同
館　

や
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。
各
園
に
問
い
合

わ
せ
る
か
、
各
園
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
印
は
認
定
こ
ど
も
園
。

■
募
集
人
数
（
①
満
３
歳
児　

②
３
歳
児

③
４
歳
児　

④
５
歳
児
）

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

①
３
人　

②
・
③
・
④
各
５
人　

▼
大
宝
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
１
８
８
３

①
15
人　

②
22
人　

③
１
人

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
０
６
５
８

①
30
人　

②
40
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
５
８
３
１　

①
６
人　

②
24
人　

③
11
人　

④
９
人

▼
城
南
幼
稚
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

①
６
人　

②
14
人　

③
・
④
各
１
人

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

①
・
②
各
30
人　

③
15
人　

④
若
干
名

▼
和
光
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
８
８
３
５

①
５
人　

②
10
人　

③
・
④
各
若
干
名　

▼
い
な
ば
幼
稚
園
（
☆
）
☎
64
‐
２
３
１
０　

①
・
④
各
若
干
名　

②
６
人　

③
２
人

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

▽
都
沢

湿
地
の
外
来
植
物
駆
除
①　

■日
９
月
５
日
○土

午
前
９
時　

▽
大
山
下
池
の
外
来
植
物
駆
除　

■日
９
月
19
日
○土
午
前
９
時　

▽
都
沢
湿
地
の

外
来
植
物
駆
除
②
ど
ろ
ん
こ
広
場
の
草
刈
り　

■日
10
月
３
日
○土
午
前
９
時　

■申
各
日
２
日
前

ま
で

デ
オ
通
話
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
）　

■師
カ
ゴ
メ
㈱
、
放
課
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル　

■場
・
■申
９
月
９
日
○水
ま
で
同
館
☎

38
‐
０
２
６
０
へ

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座 

「
き
ょ
う
だ
い
の
育
ち
あ
い
」

■日
９
月
15
日
○火
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組　

■師
く
し
び
き
保

育
園
長　

■場
・
■申
９
月
１
日
○火
か
ら
同
ル
ー

ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

に
こ
に
こ
相
談

■日
９
月
23
日
○水　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■内
子

供
の
発
達
の
様
子
や
成
長
に
関
す
る
相
談
会　

■申
９
月
９
日
○水
ま
で
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
‐
６
５
４
‐
６
０
６
０
へ　

■問
学

校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

子
ど
も
科
学
教
室 

「
物
づ
く
り
の
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
！
」

■日
10
月
10
日
○土
午
前
９
時
10
分　

■場
秋
山
鉄

工
㈱
日
本
国
工
場　

■対
小
学
生
先
着
20
人

（
１
年
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
９
月
30
日
○水
ま
で
学
校
教
育

課
☎
57
‐
４
８
６
４
へ

令
和
３
年
度 

鶴
岡
市
私
立
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
連
合
会    

園
児
募
集

　

９
月
１
日
○火
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
１
日
○木
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。　

保
護
者
の
就
労
等
で
認
定
こ
ど
も
園
で
の
保

育
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
申
込
み
時
期

1
日
〜
20
年
３
月
31
日
に
生
ま
れ
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
（
歯

周
病
治
療
中
の
方
、
定
期
検
診
を
受
け
て
い

る
方
を
除
く
）　

■問
山
形
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
☎
０
２
３
７
‐
84
‐
７
１
０
０

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座

■日
９
月
８
日
○火
午
前
10
時　

■場
第
三
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
未
就
学
児
が
い

る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
５
組　

■申
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
in
大
鳥　

■日

９
月
12
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
同
館
集
合
）　

■場
大
鳥
地
区　

■対
小
学
生
先

着
10
人　

■内
魚
つ
か
み
体
験　

■費
５
０
０
円　

■持
お
に
ぎ
り
等

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！　

■日
９
月
18
日

○金
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
先
着
10
組　

■内
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
で
カ

ー
ド
作
り
、
色
水
遊
び

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

大
山
児
童
館 

お
い
し
い
！
野
菜
チ
ャ
レ
ン
ジ

■日
９
月
12
日
○土
午
前
９
時
50
分　

■対
市
内
の

小
学
生
先
着
30
人　

■内
野
菜
の
謎
解
き
（
ビ

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
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を
作
り
ま
し
ょ
う　

■日
９
月
19
日
○土
午
前
10

時
30
分　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
９
月
１
日
○火
か
ら
同
市
場

☎
64
‐
３
０
９
３
へ

森
の
案
内
人
養
成
研
修

■日
・
■内
９
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分
…
自
然
観
察
、
野
外
活
動
の
応
急
処
置　

10
月
18
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
45

分
…
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
庄
内
浜
水
産
物
の
簡

単
調
理　

■場
眺
海
の
森
（
酒
田
市
）　

■対
森

林
環
境
教
育
等
に
関
心
が
あ
る
高
校
生
以
上

の
県
内
在
住
者
10
人　

■持
昼
食
等　

■申
庄
内

総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
２
４

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

一
般
公
開
講
座

■日
９
月
17
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
酒
田
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
30
人　

■内

「
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
片
桐
慎
氏
（
農
林
水
産
省
）

■申
山
大
農
学
部
内
「
地
域
定
住
農
業
者
育
成

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２

０
１
１
‐
５
６
１
５

出
羽
庄
内
国
際
村
の
講
座

▼
国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

「
パ
キ
ス
タ
ン
の
古
代
史
」　

■日
９
月
18
日
○金

午
後
７
時　

■師
ハ
ス
ネ
ー
ン
・
ム
ハ
マ
ド
氏

（
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
）

▼
楊
式
太
極
拳
講
座
（
後
期
）　

■日
10
月
７

日
○水
〜
来
年
３
月
24
日
○水
（
全
24
回
）　

■時

入
門
コ
ー
ス
…
午
後
３
時
30
分　

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
コ
ー
ス
…
午
後
７
時　

■師
覃
莉
莉
氏　

■費
各
２
万
１
、
６
０
０
円　

■他
各
コ
ー
ス
４

人
以
上
で
開
講

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
調
整
力
発
揮
研
修　

■日
９
月
24
日
○木
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

▼
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
研
修　

■日
９
月
29

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
女
性
社
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10

月
７
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

▼
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
セ
ミ
ナ
ー　

■日
10

月
９
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10

月
13
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修　

■日
10

月
14
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

▼
共
通　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円　

■場

・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

山
大
農
学
部
公
開
講
座 

農
学
の
夕
べ
（
全
７
回
）　

■日
10
月
１
日
・
８
日
・
22
日
・
29
日
、
11
月

５
日
・
12
日
・
26
日
の
木
曜
日
午
後
６
時

■対
高
校
生
以
上
先
着
50
人　

■場
・
■申
９
月
７

日
○月
〜
23
日
○水
に
同
学
部
☎
28
‐
２
９
１
１

へ　

■他
HP

自
営
業
ま
た
は
在
職
中
の
方
が
対
象　

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
（
全
４
回
）

■日
10
月
２
日
○金
・
９
日
○金
・
16
日
○金
・
23
日

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
８
０
０
円　

■申
９

月
20
日
○日
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１
へ鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
特
別
美
術
講
座
「
ク
ル
ミ
の
木
の
皿
づ
く

り
」（
全
３
回
）　

■日
10
月
２
日
○金
・
16
日

○金
・
30
日
○金
午
後
７
時　

■内
か
ん
な
等
を
使

い
、
ク
ル
ミ
の
木
の
皿
を
制
作　

■師
佐
野
正

裕
氏
（
木
工
）　

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
９

月
４
日
○金
〜
24
日
○木

▼
美
術
講
座
「
季
節
の
植
物
標
本
づ
く
り
」　

■日
10
月
10
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■内
季
節
の

植
物
の
生
態
を
学
び
な
が
ら
、
植
物
の
標
本

を
作
る　

■師
齋
藤
智
子
氏
（
花
の
ア
ト
リ
エ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス
主
宰
）　

■費
２
、

５
０
０
円　

■申
９
月
４
日
○金
〜
30
日
○水

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■場
・

■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

９
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
（
お
月
見
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）　

■日
９
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５

０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
９
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
夏
バ
テ
防
止
に
！
ク
ジ
ラ
汁（
ご
飯
付
き
）

■持
筆
記
用
具

▼
土
器
づ
く
り
体
験　

▽
土
器
作
り　

■日
９

月
12
日
○土
午
前
９
時　

■場
同
館　

■定
先
着
15

人　

■師
江
川
満
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
４
０
０

円　

▽
土
器
野
焼
き　

■日
10
月
17
日
○土
午
前

９
時　

■場
同
館　

■対
土
器
作
り
の
参
加
者

▼
里
山
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■日
９
月
19
日

○土
午
前
９
時
30
分
（
同
館
集
合
）　

■内
月
山

や
日
本
海
、
足
元
の
山
野
草
を
め
で
な
が
ら

初
秋
の
里
山
を
歩
く

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
土
曜
講
座
「
北
前
船
が
運
ん
だ
焼
き
物
」

■日
９
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■師
山
口
博
之
氏

（
東
北
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

▼
創
立
70
周
年
記
念
【
庄
内
の
絵
画
・
書
蹟

・
歴
史
】「
筆
紙
の
!!
名
品
展
」　

■日
９
月
17

日
○木
〜
10
月
28
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分　

■内
描
く
、
書
く
、
記
録
す
る
。
筆
紙

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
「
心
」、
記
録
者
の

「
意
志
」
を
探
る

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生
・

大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
秋
を
染
め
よ
う
草
木
染
２
ｄ
ａ
ｙ　

■日
９

月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
９
時
30
分
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）　

■定
各
日
先
着
10
人　

■内
ク

リ
の
イ
ガ
・
桜
の
木
を
煮
出
し
た
色
で
ス
カ

ー
フ
大
の
布
を
染
め
る　

■費
大
人
…
２
、
０

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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○金
午
前
９
時　

■場
富
士
通
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
鶴
岡
校　

■定
10
人　

■内
業
務
に
役
立
つ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
活
用
セ
ミ
ナ
ー　

■費
３
、
３
０
０
円　

■申
９
月
15
日
○火
ま
で
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山

形
☎
０
２
３
‐
６
８
６
‐
２
０
０
８
へ

市
民
の
た
め
の
夕
学
講
座 

バ
イ
オ
講
座
編  
第
１
講（
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
）

■日
10
月
３
日
○土
午
前
10
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
50
人　

■内「
鶴
岡
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

冨
田
勝
氏
（
慶
大
先
端
生
命
研
所
長
）　

■申

９
月
７
日
○月
か
ら
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎
29

‐
０
８
１
０
ま
た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内

線
５
２
６
へ　

■他
自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
あ
る
方
は
自
宅
で
受
講
可
。
第
２
講

・
第
３
講
は
市
HP

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

秋
季
講
座

▼
は
じ
め
て
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
（
全
４
回
）　

■日
10
月
７
日
○水
・
14
日
○水
・
21
日
○水
・
28
日

○水
午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■師
伊
藤
光
子

氏
（
日
本
ペ
ン
習
字
研
究
会
師
範
）　

■費
２
、

２
０
０
円

▼
男
性
料
理
教
室 

第
１
弾 

プ
ロ
に
学
ぶ
う

ち
ご
は
ん
〜
中
華
料
理　

■日
10
月
８
日
○木
午

前
10
時　

■対
男
性
先
着
15
人　

■師
林
良
豪
氏

（
中
華
料
理
桃
園
店
主
）　

■費
１
、
５
５
０
円

▼
フ
ラ
ダ
ン
ス
＆
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
〜
ハ

ワ
イ
気
分
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
（
全
５
回
）　

■日
10
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
11
月
２
日
・

９
日
の
月
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
18
人

■師
名
取
友
美
氏
（
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン

サ
ー
）　

■費
２
、
９
５
０
円

▼
草
木
染
め
〜
自
然
の
風
合
い
を
お
気
に
入

り
で
楽
し
む
〜（
全
２
回
）　

■日
10
月
13
日
○火
、

27
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■定
先
着
15
人　

■師

近
井
肇
氏（
染
色
作
家
）　

■費
３
、
５
０
０
円

▼
ふ
だ
ん
か
ら
の
姿
勢
・
体
幹
と
と
の
え
術

（
全
５
回
）　

■日
10
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、

11
月
12
日
・
19
日
の
木
曜
日
午
後
７
時　

■定

先
着
18
人　

■師
渡
辺
美
枝
氏
（
健
康
運
動
実

践
指
導
者
）　

■費
２
、
７
５
０
円

▼
旬
の
味
を
楽
し
む
山
菜
き
の
こ
料
理　

■日

10
月
20
日
○火
午
前
10
時　

■定
先
着
15
人　

■師

遠
藤
初
子
氏
（
山
菜
卸
問
屋
遠
藤
商
店
）

■費
１
、
５
５
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
９
月
４
日
○金
〜

25
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
10
月
10
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人
に
対

す
る
心
肺
蘇そ

生
法
・
50
人　

普
通
救
命
講
習

Ⅲ
…
小
児
・
乳
幼
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
30
人　

■申
９
月
12
日
○土
〜
10
月
３
日
○土
に

消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
ま
た
は
消

防
各
分
署
へ　

■他
テ
キ
ス
ト
を
希
望
す
る
方

は
２
０
０
円

狩
猟
免
許
試
験

■日
10
月
10
日
○土　

■場
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）　

■対
試
験
日
当
日
に
20
歳
以
上
（
網
猟
、

わ
な
猟
は
18
歳
以
上
）
の
方　

■費
５
、
２
０

０
円　

■申
９
月
16
日
○水
〜
30
日
○水
に
庄
内
総

合
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者 

受
験
講
習
会（
希
望
者
の
み
）・
試
験

■日
・
■費
受
験
講
習
会
…
10
月
13
日
○火
・
２
、

０
０
０
円　

試
験
…
11
月
15
日
○日
午
後
１
時

・
３
、
０
０
０
円　

■場
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修

所
（
山
形
市
）　

■申
９
月
１
日
○火
〜
30
日
○水

に
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及

び
再
講
習

▼
再
講
習　

■日
10
月
13
日
○火　

■申
９
月
２
日

○水
〜
９
日
○水

▼
新
規
講
習　

■日
10
月
22
日
○木
・
23
日
○金（
２

日
間
）　

■申
９
月
10
日
○木
〜
17
日
○木

▼
共
通　

■場
勤
労
者
会
館　

■定
１
０
０
人

■申
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２

９
‐
８
４
７
７　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■日
10
月
15
日
○木
・
16
日
○金
（
２
日
間
。乙
種
は

15
日
の
み
）　

■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー　

■定
１
０
０
人　

■申
９
月
２
日
○水
〜
９
日

○水
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐
３
５
９

１
‐
７
１
２
１
へ　

■他
申
込
書
等
は
消
防
本

部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

介
護
の
入
門
的
研
修

■日
基
礎
講
座
…
11
月
３
日
○火　

基
礎
＋
入
門

講
座
…
11
月
３
日
○火
・
４
日
○水
・
10
日
○火
・

11
日
○水　

■場
勤
労
者
会
館　

■定
20
人　

■申
10

月
25
日
○日
ま
で
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
山

形
支
所
☎
０
２
３
‐
６
３
４
‐
９
３
０
１
へ

■他
HP募

集
・
相
談
・
そ
の
他

令
和
３
年
産
「
つ
や
姫
」 

生
産
者 

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積
や

栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
９
月
11
日
○金
ま
で
に
「
つ
や
姫
」
生
産
者

は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ
。「
雪
若
丸
」
生
産

組
織
は
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
☎

64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業

者
ま
た
は
生
産
組
織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る

場
合
は
、
各
団
体
等
の
締
切
日
を
要
確
認

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

■日
９
月
26

日
○土
・
27
日
○日　

■場
防
衛
大
学
校
（
横
須
賀

市
）　

■申
９
月
５
日
○土
〜
11
日
○金

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）　

■日
１

次
…
９
月
26
日
○土　

２
次
…
10
月
31
日
○土
、

11
月
1
日
○日　

■場
防
衛
大
学
校　

■申
９
月
５

日
○土
〜
11
日
○金

▼
予
備
自
衛
官
補　

■日
10
月
４
日
○日　

■場
神

町
駐
屯
地（
東
根
市
）　

■申
９
月
11
日
○金
ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科
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０
２
３
４
‐
28
‐
８
０
６
１　

■他
託
児
あ
り

９
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■日
９
月
10
日
○木
〜
16
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
５
７
０
‐
０
６

４
‐
５
５
６
ま
た
は
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

７
０
６
０
へ

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〞が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す 

つ
る
お
か
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
て
ら
す 

出
張
結
婚
相
談
会

■日
９
月
21
日
○月
〜
26
日
○土（
23
日
○水
を
除
く
）

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
４
時　

■場
エ
ス
モ
ー

ル　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
ま
た
は

そ
の
家
族　

■問
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る

お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

８
７弁

護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
25
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
９
月
24
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

県
外
か
ら
移
住
し
た
世
帯
の
賃

貸
住
宅
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
令
和
２
年

３
月
１
日
〜
３
年
２
月
28
日
に
県
外
か
ら
転

入　

②
転
入
前
に
移
住
に
関
す
る
公
的
相
談

窓
口
を
利
用　

③
転
勤
や
通
学
に
よ
る
異
動

で
な
い　

④
定
住
す
る
意
思
が
あ
る　

⑤
世

帯
の
全
員
が
反
社
会
的
勢
力
の
構
成
員
で
な

い　

■
支
援
額　

月
額
最
大
１
万
円
（
最
長

２
年
間
）　

■問
ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住

推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
８
７
‐
０
７

７
７中

小
企
業
等
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
経
営
相
談
窓
口 

山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点 

庄
内
窓
口

■日
平
日
週
２
回
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

30
分　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■内
中

小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
、
創
業
希
望
者
等

の
経
営
課
題
相
談　

■問
同
窓
口
☎
23
‐
２
２

０
０一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

ら
く
や
こ
ど
も
食
堂

■日
９
月
５
日
○土
、
10
月
３
日
○土
正
午
〜
午
後

２
時　

９
月
15
日
○火
、
10
月
20
日
○火
午
後
６

時
〜
８
時　

■場
楽
屋　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
２
０
０
円　

■申
各
日
４
日
前

ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

宅
地
や
建
物
等
が
対
象
物
件
で
す 

不
動
産
を
競
売
し
ま
す

■
閲
覧
期
間　

10
月
22
日
○木
ま
で　

■
入
札

期
間　

10
月
15
日
○木
〜
22
日
○木　

■場
・
■問
山

形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部
☎
23
‐
６
６
７
６　

■他
HP山

林
・
林
地
の
保
全
管
理
で
お
困

り
の
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

■日
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬　

■場
応
募
者
所
有

の
林
地　

■師
庄
内
林
業
研
究
会　

■申
10
月
上

旬
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐

５
５
３
７
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
９
月
25

日
○金
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境
つ
る
お
か

推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０
へ

■他
市
HP家

族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
10
月
16
日
○金
、
11
月
20
日
○金
午
前
10
時

■場
エ
ス
モ
ー
ル　

■対
家
族
等
の
介
護
の
経
験

が
あ
る
方　

■内
当
日
の
運
営
補
助
（
事
前
打

合
せ
あ
り
）　

■申
９
月
18
日
○金
ま
で
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

庄
内
こ
こ
ろ
塾 

無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■日
９
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る

家
庭
問
題
や
職
場
の
人
間
関
係
等
で
悩
ん
で
い
る
方
へ

こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
９
月
９
日
○水
・
26
日
○土
、
10
月
14
日
○水
・

24
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

■場
楽
家

■申
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０

就
職
を
考
え
て
い
る
子
育
て
中
の
女
性
が
対
象

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会
in
鶴
岡

■日
①
９
月
14
日
○月　

②
10
月
19
日
○月　

■時
・

■内
午
前
10
時
30
分
…
セ
ミ
ナ
ー
（
■定
各
日
３

人
〈
要
申
込
み
〉）　

①
「
マ
マ
が
働
く
前
に

知
っ
て
お
き
た
い
お
金
の
話
」　

②
「
就
職

活
動
の
基
本
と
ポ
イ
ン
ト
」　

午
後
１
時
〜

３
時
…
個
別
相
談
会　

■場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴

岡　

■申
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
庄
内
☎

学
生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）　

■日
１
次

…
10
月
17
日
○土　

２
次
…
11
月
28
日
○土
・
29

日
○日
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
鶴
岡
合
同

庁
舎　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地
（
仙
台
市
）

■申
10
月
１
日
○木
ま
で

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科
学

生　

■日
１
次
…
10
月
24
日
○土
・
25
日
○日　

２

次
…
12
月
９
日
○水
〜
11
日
○金
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
山
形
地
方
合
同
庁
舎
（
山
形
市
）　

２
次
…
防
衛
医
科
大
学
校
（
所
沢
市
）　

■申

10
月
７
日
○水
ま
で

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）　

■日
１
次
…

11
月
７
日
○土
・
８
日
○日　

２
次
…
12
月
８
日

○火
〜
12
日
○土
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次
…
勤

労
者
会
館　

２
次
…
仙
台
駐
屯
地　

■申
10
月

22
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

「
つ
る
お
か″
ｅ
ｃ
ｏ
活
〞
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

　

地
球
環
境
問
題
に
対
し
、
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
の
動
画
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募　

応
募
票
に
動
画
デ
ー
タ
を
添
え
て
、

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日９月６日○日・20日○日午前11時
～午後２時　■内10割手打ちそば
（60食限定、800円）、季節の天
ぷら（料金別途）、イワナ・ヤマ
メの塩焼き（料金別途）　■問庄内
町観光協会☎0234‐56‐2213
■他砂金採り体験（20分500円）あ
り

●庄内町 月の沢温泉北月山荘名水そばまつり
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

Q
集
中
豪
雨
等
で
避
難
す
る

　

と
き
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

　
全
国
的
に
集
中
豪
雨
が
多
く
な
り
、
鶴

岡
の
一
部
地
域
で
も
避
難
指
示
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
台
風
な
ど
で
避
難
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
避
難
所
が
密
に
な
る
の

で
は
と
心
配
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

に
注
意
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
避
難
行
動

を
と
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
か
ら
ど
こ
に
何
を
持
っ
て
避

難
す
る
か
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
の
場
合
は
、
安

全
な
段
階
で
避
難
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
万
が
一
逃
げ
遅
れ
た
場
合
は
、
２
階

等
の
高
い
所
で
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

　
避
難
所
が
過
密
状
態
の
場
合
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
、
周
辺
の
避
難
所
を
追
加
開
設
し
た
り
、

町
の
公
民
館
を
避
難
所
と
し
た
り
し
ま
す
。

避
難
の
際
は
マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
を
で
き

る
だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
が
開
設
す
る
避
難
所
だ
け
が

避
難
先
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
場
所

に
住
む
親
戚
や
友
人
宅
等
へ
の
事
前
避
難

の
検
討
も
お
願
い
し
ま
す
。

■
避
難
情
報
に
よ
っ
て
適
切
に
行
動
し
て

く
だ
さ
い

Ａ

講義の様子（７月10日／出羽庄内国際村）

138

まずは認知症カフェに足を運ぶこと

認知症介護研究・研修仙台センター研修部長、東北福祉大学
准教授。近年は、特に家族介護における認知症カフェの意義
について研究している。平成27年からは、仙台市で認知症カ
フェ「土曜の音楽カフェ♪」を開催。また、認知症の当事者
や物忘れが不安な方のための総合相談窓口「おれんじドア」
の実行委員も務める。本市主催「認知症キャラバン・メイト
フォローアップ研修会」の講師として来鶴。長野県出身。

矢
や ぶ き

吹 知
と も ゆ き

之 さん

　認知症カフェは認知症の人やその家族、地域住民
の方、介護や医療の専門職など、誰もが気軽に集う
地域のつながりの場です。認知症は目に見えない病
気で、見えないものを怖がることが差別や偏見につ
ながります。まだまだ理解が広まっているとは言え
ず、家族介護者の虐待件数もここ数年減っていませ
ん。専門職の講話や参加者の交流等を通して知識や
理解を深め、認知症を「他人事」ではなく、自分や
身の回りで起こりうる「自分事」として考えるきっ
かけを与えることがカフェの役割だと思います。
　昔は認知症になったら何も分からなくなる、不幸
せになると言われていましたが、これは明らかに誤
解です。本人は認知症を自覚していますが、家族や
周りの人に悩みを言い出せずに苦しんでいます。一

人ひとりが認識を新たにし、理
解が広まることで、本人や家族
が周囲に相談しやすくなり、暮

らしやすい地域になると思います。
　カフェの開催に携わるようになったのは「言いづ
らい環境を作っていたのは専門職や研究職かもしれ
ない」という研究者としての葛藤や反省からです。
当事者がつらさを口に出している場面を目にしたと
きや、研修会等に多くの方が集まり、カフェへの理
解の広がりを感じたときは大きなやりがいを感じま
す。「今までの家族支援では駄目だ、変わっていかな
ければならない」という思いで日々活動しています。
　認識を変えるには自分の住んでいる地域だけでな
く日本全体が変わる必要があります。仙台だけでな
く鶴岡やほかの地域でも同じような志を持つ人がつ
ながることで、日本全体が変わっていくと思います。
　カフェは高齢者のためのものでなく誰もが気軽に
入れる場です。認知症でないから行きたくないと言
う人もいますが、若い人にも足を運んでもらい、見た
目では伝わらない現場の雰囲気を感じてほしいです。
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災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

気
象
庁
と
市
が
次
の
5
段
階
の
警
戒
レ
ベ

ル
で
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。
情
報
の

内
容
に
応
じ
て
、
速
や
か
に
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
１
・
２（
気
象
庁
が
発
表
）

▼
警
戒
レ
ベ
ル
３　

避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
（
市
が
発
令
）　

　
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
避
難
に
時
間
が

か
か
る
方
と
そ
の
支
援
者
は
、
危
険
な
場

所
か
ら
避
難
す
る

▼
警
戒
レ
ベ
ル
４　

避
難
勧
告
・
避
難
指

示
（
緊
急
）（
市
が
発
令
）　

　
危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難
。
指
定
さ

れ
た
避
難
所
や
近
隣
の
避
難
所
、
ま
た
は

自
宅
内
の
よ
り
安
全
な
場
所
（
高
い
所
）

へ
避
難
す
る

▼
警
戒
レ
ベ
ル
５　

災
害
発
生
情
報
（
市

が
発
令
）　

　
既
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状
況
。
命

を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を
取
る

■
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
防
災
行
政
無
線
（
サ
イ
レ
ン
・
音
声
放

送
）、
広
報
車
、
自
治
会
の
連
絡
網
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
、
災
害
に
関
す
る
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
家
族
で
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直

し
て
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
自
治
会
等
の
防
災
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
常
に
備
え
を
怠
ら
ず
、
最
善
の
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
、
自
分

と
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　9/4 ～ 10/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ８日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
朝日庁舎総務企画課☎内線303 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎内線313 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 17日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください！

献血　9/4 ～ 10/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
9 ．12○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　   〃

10．2○金 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱美咲店
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令
和
２
年
９
月
号

【 

令
和
２
年
９
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年7月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：124,484人
　　 （男：59,545人、女：64,939人）
　世帯数：49,119世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

　
今
か
ら
約
１
０
０
年
前
の
大
正
時

代

―　
庄
内
・
鶴
岡
で
は
鉄
道
網

の
発
達
や
電
灯
の
普
及
、
公
共
建

築
の
洋
風
化
な
ど
近
代
化
が
進
み
、

人
々
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、大
正
10
年
（
１
９
２
１
）

４
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
３
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
酒
井
忠

勝
公
入
国
三
百
年
記
念
祭
」
の
様
子

を
当
時
の
写
真
や
絵
は
が
き
と
と
も

に
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

本
所
政
策
企
画
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
５

■
監　

修　

郷
土
資
料
館

■
出　

典　

大
正
10
年
４
月
25
日
・
26
日
付
『
山
形
新
聞
』

臨
時
列
車
、
装
飾
さ
れ
た
ま
ち

　

庄
内
各
方
面
か
ら
臨
時
列
車
が
運

行
さ
れ
、
２
年
前
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
鶴
岡
駅
に
降
り
た
乗
客
は
、
荒

町
大
通
り
（
山
王
通
り
）
を
通
っ
て

鶴
岡
公
園
を
目
指
し
ま
す
。

　

駅
前
等
に
ア
ー
チ
が
建
て
ら
れ
る

な
ど
、
ま
ち
は
飾
り
付
け
ら
れ
、
行

き
交
う
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

黒
川
能
、
マ
ツ
カ
セ
ロ
奉
納

　

荘
内
神
社
で
は
黒
川
能
な
ど
が
奉

納
さ
れ
、
十
六
合
村
（
庄
内
町
）
青

年
団
に
よ
る
剣
舞
は
若
者
た
ち
に
大

人
気
で
し
た
。

　

五
日
町
（
本
町
一
丁
目
）
の
住
民

は
「
マ
ツ
カ
セ
ロ
」
を
献
じ
、
そ
の

後
ま
ち
を
練
り
回
り
ま
し
た
。
こ
の

踊
り
に
は
、
江
戸
幕
府
が
庄
内
藩
ほ

か
２
藩
に
国
替
え
を
命
じ
た
三
方
領

地
替
え
が
、
領
民
た
ち
の
反
対
運
動

に
よ
り
撤
回
さ
れ
た
こ
と
を
祝
い
作

ら
れ
た
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

記
念
式
典
、
大
名
・
仮
装
行
列

　

荘
内
神
社
で
神
事
、
現
在
の
山
形

地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部
の
位
置
に
あ

っ
た
西
田
川
郡
会
議
事
堂
で
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
夜
に
は
県
知
事
ら

を
招
待
し
た
祝
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
名
行
列
が
催
さ
れ
、狩
川
村（
庄

内
町
）
か
ら
か
ご
担
ぎ
の
雲
助
行
列

が
参
加
。
鶴
岡
名
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
仮
装
行
列
も
懸
賞
付
き
で
行

わ
れ
、
酒
田
か
ら
芸
妓ぎ

の
手
踊
り
が

参
加
し
ま
し
た
。

宝
物
展
、
活
動
写
真
な
ど

　

大
正
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
建
て

ら
れ
た
大
宝
館
で
酒
井
家
や
酒
田
の

本
間
家
等
所
蔵
品
の
宝
物
展
覧
会
、

七
日
町
（
本
町
二
丁
目
）
の
観
音
堂

境
内
で
猿
芝
居
や
軽
業
興
行
、
ま
ち

に
２
つ
あ
っ
た
常
設
の
劇
場
で
は
活

動
写
真
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
国
産
飛
行
機
の
展
示
や

著
名
な
日
本
史
研
究
者
等
の
講
演
会

な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
地
域

を
挙
げ
て
の
盛
大
な
記
念
事
業
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　　

本
市
で
は
先
人
た
ち
が
築
い
た
歴

史
や
文
化
な
ど
を
、
次
の
１
０
０
年

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

の
度
の
４
０
０
年
記
念
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

十六合村青年団剣舞

五日町マツカセロ踊

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

歴
史
に
見
る
鶴
岡
の
む
か
し
む
か
し

鶴岡駅 商店街（五日町大通り）

大正時代のまちの様子

三百年記念祭 絵はがきギャラリー
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